
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

公

共

測

量

の

終

了

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

担

当

課

（

室

）

の

完

了

目

次

○

〃

〃

○

〃

〃

【

告

示

】

○

就

学

前

の

子

ど

も

に

関

す

る

教

育

、

保

育

等

の

子

ど

も

未

来

課

○

〃

〃

総

合

的

な

提

供

の

推

進

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

幼

保

連

携

型

認

定

こ

ど

も

園

以

外

の

認

定

こ

ど

も

完

了

【

人

事

委

員

会

】

園

の

認

定

の

要

件

を

定

め

る

条

例

に

基

づ

く

幼

保

連

携

型

認

定

こ

ど

も

園

以

外

の

認

定

こ

ど

も

園

の

○

管

理

職

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

人

事

委

員

会

職

員

の

資

格

等

の

基

準

の

一

部

改

正

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

○

初

任

給

、

昇

格

、

昇

給

等

の

基

準

に

関

す

る

規

〃

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

指

定

通

所

支

援

の

事

業

の

廃

止

の

届

出

指

導

監

査

室

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

教

育

委

員

会

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

〃

○

〃

〃

○

岡

山

県

文

化

財

保

護

条

例

に

基

づ

く

文

化

財

の

教

育

委

員

会

○

〃

〃

指

定

【

】

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

水

産

動

植

物

の

採

捕

の

禁

止

の

指

示

海

区

漁

業

調

整

委

員

○

保

安

林

の

解

除

予

定

〃

会

○

海

岸

保

全

区

域

の

指

定

の

一

部

改

正

水

産

課

○

海

岸

保

全

区

域

の

指

定

の

廃

止

〃

【

公

告

】

○

県

営

土

地

改

良

事

業

変

更

計

画

の

縦

覧

耕

地

課

○

基

本

測

量

の

実

施

監

理

課

岡

山

県

公

報

令和５年３月１４日 第１２４８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
七
号

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
を
定
め
る
条
例
に
基
づ
く
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
の
資
格
等
の
基
準
（
平
成
二
十
六
年
岡
山
県
告
示
第

五
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
四
条
第
六
号
中
ケ
を
コ
と
し
、
ク
を
ケ
と
し
、
キ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ク

認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
は
、
当
該
認
定
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
に
対
し
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の
十
各
号
に
掲
げ
る
行
為
そ
の
他
当
該
子
ど
も

の
心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

第
四
条
第
七
号
中
「
小
学
校
に
お
け
る
教
育
と
の
」
を
「
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を

含
む
。
以
下
同
じ

）
に
お
け
る
教
育
と
の
」
に
改
め
る
。

。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
八
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社

住
所

岡
山
県
倉
敷
市
児
島
味
野
一
丁
目

番
号

1
1

1
9

氏
名

取
締
役
社
長

野
﨑

泰
彦

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
胸
上

番
地

2
7
2
1

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止

種 類 27－イ 27－イ
無機化学工業製品製造 無機化学工業製品製造
業の用に供する施設の 業の用に供する施設の
うち、ろ過施設（１） うち、ろ過施設（１）

能 力 50㎥／日 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 令和５年６月予定 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 令和５年６月予定 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和５年６月予定 －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 断続10時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0 1 0 0
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 8.0 －
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 5 5 － －
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 5 5 － －

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 10 10 － －

油 分（㎎／Ｌ） 0.2 0.2 － －

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 1.5 1.5 － －

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.5 0.5 － －

大腸菌群数（個／㎤） － － － －

備考 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし
(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年３月14日から同年４月４日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
九
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
指
定
通
所
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ド
ル
フ
ィ
ン
リ
ビ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
井
原   

２  

所
在
地 

井
原
市
岩
倉
町
三
四
二
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
ド
ル
フ
ィ
ン
・
エ
イ
ド 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

倉
敷
市
白
楽
町
五
九
一
番
地
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
〇
七
〇
〇
〇
六
二 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

藤
原
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
七
五
番
地
の
一 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

藤
原
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
有
限
会
社 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
七
五
番
地
の
一 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
五
年
三
月
六
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
二
四
〇
一
〇
一
二 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

通
所
介
護 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
一
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

訪
問
介
護
事
業
所
笠
岡
す
み
れ
園 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
笠
岡
市
笠
岡
一
〇
八
〇
―
一 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

社
会
福
祉
法
人
す
み
れ
佑
和
会 

２ 

所
在
地 

広
島
県
福
山
市
瀬
戸
町
地
頭
分
小
立
二
七
二
一 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
五
年
三
月
六
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
〇
五
〇
〇
〇
七
〇 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
二
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

和
の
音
色 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二
―
七
―
三
四 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

合
同
会
社
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二
―
七
―
三
四 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
五
年
三
月
六
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
〇
四
〇
一
五
四
三 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
三
号 

 

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

指
定
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

知
事
指
定
薬
物
の
名
称 

１ 

Ｎ
―
（
四
―
フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
Ｎ
―
［
一
―
（
二
―
フ
ェ
ニ
ル
エ
チ
ル
）
ピ
ペ
リ
ジ
ン

―
四
―
イ
ル
］
―
フ
ラ
ン
―
二
―
カ
ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
（
通
称
名
ｐ
ａ
ｒ
ａ
―
Ｆ
ｌ
ｕ
ｏ
ｒ
ｏ
ｆ

ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｙ
ｌ
ｆ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
ｙ
ｌ
、
四
Ｆ
―
ｆ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｙ
ｌ
ｆ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｎ
ｙ
ｌ
、
四
Ｆ
―

Ｆ
ｕ
―
Ｆ
）
及
び
そ
の
塩
類 

２ 

Ｎ
―
エ
チ
ル
―
Ｎ
―
メ
チ
ル
ト
リ
プ
タ
ミ
ン
（
通
称
名
Ｍ
Ｅ
Ｔ
）
及
び
そ
の
塩
類 

３ 

（
八
Ｒ
）
―
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
エ
チ
ル
―
六
―
メ
チ
ル
―
一
―
ペ
ン
タ
ノ
イ
ル
―
九
・
十
―
ジ
デ
ヒ

ド
ロ
エ
ル
ゴ
リ
ン
―
八
―
カ
ル
ボ
キ
シ
ア
ミ
ド
（
通
称
名
一
Ｖ
―
Ｌ
Ｓ
Ｄ
）
及
び
そ
の
塩
類 

４ 

一
―
［
一
―
（
三
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
］
ピ
ロ
リ
ジ
ン
（
通
称
名
三
―
Ｍ

ｅ
―
Ｐ
Ｃ
Ｐ
ｙ
、
三
―
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ
―
Ｐ
Ｃ
Ｐ
ｙ
、
三
―
Ｍ
ｅ
―
ｒ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｉ
ｄ
ｉ

ｎ
ｅ
、
三
―
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ
―
ｒ
ｏ
ｌ
ｉ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｉ
ｄ
ｉ
ｎ
ｅ
）
及
び
そ
の
塩
類 

二 

指
定
の
理
由 

 

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

備
前
市
閑
谷
字
渕
ケ
谷
五
一
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
備
前
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
児
島
通
生
字
狐
谷
一
三
三
八
の
三
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

水
道
事
業
用
地
と
す
る
た
め

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
六
号

昭
和
四
十
三
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
九
号

海
岸
保
全
区
域
の
指
定

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

（
）

改
正
す
る
。

な
お

そ
の
関
係
図
面
は

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
及
び
岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
に
お
い

、

、

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
岡
山
県
岡
山
沿
岸
朝
日
漁
港
子
父
雁
地
区
海
岸
の
項
及
び
岡
山
県
岡
山
沿
岸
朝
日
漁
港
宝
伝
地
区

海
岸
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岡
山
県
岡
山
沿
岸

基
点
１
か
ら
基
点
８
ま
で
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
，
基
点
８
か
ら
補
助

朝
日
漁
港
海
岸
子

点
8
-
1
，
補
助
点
7
-
1
，
補
助
点
6
-
1
，
補
助
点
4
-
1
，
補
助
点
1
-
1
，
基
点
１

父
雁
地
区
海
岸

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

延
長
4
7
1
.
6
6
ｍ

基
点
１

岡
山
県
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
大
字
鹿
忍
字
子
父
雁
7
2
5
7
番
地
の
標

（
）

柱

基
点
２

基
点
１
か
ら

3
4
5
°
0
0
′
の
方
向
へ
距
離

2
8
.
0
ｍ
の
点

〃
３

〃
２
〃

3
0
2
°
0
0
′

〃
5
9
.
0
ｍ
〃

〃
４

〃
３
〃

2
9
0
°
0
0
′

〃
3
4
.
0
ｍ
〃

〃
５

〃
４
〃

2
7
0
°
3
0
′

〃
7
1
.
0
ｍ
〃

〃
６

〃
５
〃

2
5
7
°
0
0
′

〃
6
4
.
0
ｍ
〃

〃
７

〃
６
〃

2
4
5
°
3
0
′

〃
8
7
.
0
ｍ
〃

〃
８

〃
７
〃

2
2
8
°
3
0
′

〃
9
9
.
0
ｍ
〃

補
助
点
1
-
1
〃
１
〃

2
6
3
°
3
0
′

〃
2
0
.
0
ｍ
〃

〃
4
-
1
〃
４
〃

1
9
1
°
0
0
′

〃
3
0
.
0
ｍ
〃

〃
6
-
1
〃
６
〃

1
5
7
°
0
0
′

〃
3
0
.
0
ｍ
〃

〃
7
-
1
〃
７
〃

1
4
1
°
0
0
′

〃
3
0
.
0
ｍ
〃

〃
8
-
1
〃
８
〃

1
3
8
°
0
0
′

〃
3
0
.
0
ｍ
〃

岡
山
県
岡
山
沿
岸

基
点
１
か
ら
基
点
2
5
ま
で
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
，
基
点
2
5
か
ら
補
助

朝
日
漁
港
海
岸
宝

点
2
5
-
2
，
補
助
点
2
5
-
1
，
補
助
点
2
4
-
1
，
補
助
点
2
2
-
1
，
補
助
点
1
9
-
1
，
補

伝
地
区
海
岸

助
点
1
8
-
1
，
補
助
点
1
3
-
1
，
補
助
点
1
2
-
1
，
補
助
点
1
0
-
1
，
補
助
点
7
-
1
，

（
延
長
1
,
9
6
9
.
4
0
補
助
点
1
-
1
，
基
点
１
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

ｍ
）

基
点
１

岡
山
県
岡
山
市
東
区
宝
伝
字
赤
石
山
3
2
5
7
の
2
番
地
の
標
柱

〃
２

基
点
１
か
ら

2
8
4
°
1
7
′
の
方
向
へ
距
離

6
3
.
0
ｍ
の
点

〃
３

〃
２
〃

1
3
°
0
4
′

〃
5
8
.
6
ｍ
〃

〃
４

〃
３
〃

2
8
9
°
2
4
′

〃
7
0
.
7
ｍ
〃

〃
５

〃
４
〃

1
8
5
°
5
9
′

〃
3
9
.
3
ｍ
〃

〃
６

〃
５
〃

2
8
4
°
5
1
′

〃
4
9
.
6
ｍ
〃

〃
７

〃
６
〃

2
6
1
°
4
6
′

〃
5
5
.
0
ｍ
〃

〃
８

〃
７
〃

2
5
0
°
0
5
′

〃
2
6
.
3
ｍ
〃

〃
９

〃
８
〃

2
5
8
°
0
2
′

〃
3
3
.
1
ｍ
〃

〃
1
0

〃
９
〃

2
3
1
°
3
6
′

〃
8
5
.
2
ｍ
〃

〃
1
1

〃
1
0
〃

2
5
3
°
0
1
′

〃
1
9
.
0
ｍ
〃

〃
1
2

〃
1
1
〃

3
0
2
°
4
6
′

〃
4
4
.
5
ｍ
〃

〃
1
3

〃
1
2
〃

2
6
6
°
4
8
′

〃
1
4
1
.
6
ｍ
〃
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〃
1
4

〃
1
3
〃

2
2
4
°
2
5
′

〃
5
7
.
8
ｍ
〃

〃
1
5

〃
1
4
〃

2
1
8
°
0
2
′

〃
1
8
9
.
1
ｍ
〃

〃
1
6

〃
1
5
〃

3
0
1
°
2
2
′

〃
3
9
.
9
ｍ
〃

〃
1
7

〃
1
6
〃

2
1
9
°
4
0
′

〃
8
4
.
8
ｍ
〃

〃
1
8

〃
1
7
〃

1
4
4
°
0
5
′

〃
3
5
.
8
ｍ
〃

〃
1
9

〃
1
8
〃

2
3
3
°
0
6
′

〃
3
7
.
5
ｍ
〃

〃
2
0

〃
1
9
〃

2
1
3
°
2
3
′

〃
6
4
.
7
ｍ
〃

〃
2
1

〃
2
0
〃

1
4
5
°
1
0
′

〃
1
4
.
1
ｍ
〃

〃
2
2

〃
2
1
〃

2
1
3
°
4
3
′

〃
9
8
.
8
ｍ
〃

〃
2
3

〃
2
2
〃

2
6
8
°
2
6
′

〃
2
3
.
3
ｍ
〃

〃
2
4

〃
2
3
〃

1
7
2
°
2
3
′

〃
5
7
.
9
ｍ
〃

〃
2
5

〃
2
4
〃

2
6
1
°
4
4
′

〃
3
0
.
5
ｍ
〃

補
助
点
1
-
1
〃
１
〃

1
5
3
°
0
4
′

〃
4
3
.
8
ｍ
〃

〃
7
-
1
〃
７
〃

1
5
6
°
5
6
′

〃
7
1
.
0
ｍ
〃

〃
1
0
-
1
〃
1
0
〃

1
6
9
°
4
9
′

〃
6
6
.
3
ｍ
〃

〃
1
2
-
1
〃
1
2
〃

1
9
6
°
3
4
′

〃
5
8
.
4
ｍ
〃

〃
1
3
-
1
〃
1
3
〃

1
6
2
°
5
9
′

〃
5
9
.
8
ｍ
〃

〃
1
8
-
1
〃
1
8
〃

1
1
7
°
3
3
′

〃
6
5
.
7
ｍ
〃

〃
1
9
-
1
〃
1
9
〃

1
4
3
°
0
6
′

〃
5
5
.
8
ｍ
〃

〃
2
2
-
1
〃
2
2
〃

9
2
°
0
9
′

〃
6
0
.
1
ｍ
〃

〃
2
4
-
1
〃
2
4
〃

1
3
2
°
5
1
′

〃
1
3
2
.
1
ｍ
〃

〃
2
5
-
1
〃
2
5
〃

1
6
6
°
3
5
′

〃
1
0
2
.
0
ｍ
〃

〃
2
5
-
2
〃
2
5
〃

2
2
8
°
1
2
′

〃
3
3
.
0
ｍ
〃
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
七
号

昭
和
四
十
三
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
号

海
岸
保
全
区
域
の
指
定

は

廃
止
す
る

（
）

、

。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

〔
一
一
三
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

り

県
営
土
地
改
良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備

建
部
地
区

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

吉
田

、
、

、

。

工
区

ほ
場
整
備

吉
田
工
区

計
画
を
変
更
し
た
の
で

関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る

）

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

（
中
山
間
地
域
総
合
整
備

建
部
地
区

農
業
用
用
排
水
施
設
整
備

吉
田

県
営
土
地
改
良
事
業

）
変
更
計
画
書

工
区
、
ほ
場
整
備

吉
田
工
区

二

縦
覧
の
期
間

令
和
五
年
三
月
十
四
日
か
ら
同
年
四
月
四
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

岡
山
市
役
所

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



〔
一
一
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

岡
山
県
全
域 

測

量

区

域 

基
本
測
量
（
航
空
重
力
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
同
年

七
月
三
十
一
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
一
一
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

倉
敷
市
真
備
町
妹
地

内 測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日 

終

了

年

月

日 
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〔
一
一
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
窪
木
字
菰
口
二
二
二
―
一
、
二
二
三
―
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
総
社
二
丁
目
一
六
―
一
五 

坂
本 

大
輔 

総
社
市
総
社
八
〇
九
―
一
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
元
町
Ｃ
二
〇
一 

坂
本 

浩
子 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
三
〇
号 
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〔
一
一
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
金
井
戸
字
東
鴻
崎
四
四
九
―
五 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
井
手
一
一
七
〇
―
一 

一
〇
一 

谷
山 

 

望 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
八
号 
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〔
一
一
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

備
前
市
東
片
上
字
沖
浦
二
五
五
四
―
六 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

備
前
市
穂
浪
字
新
田
二
三
五
四
―
二 

株
式
会
社
竹
田
鉄
工
所 

代
表
取
締
役 

竹
田 
喬
二 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
三
号 
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〔
一
一
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
小
寺
字
反
下
二
三
八
―
一
、
二
三
八
―
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岡
山
市
北
区
下
中
野
七
〇
一
―
一
〇
八 

株
式
会
社
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
木
屋 

代
表
取
締
役 

田
代 
智
彦 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
十
月
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
六
五
号 
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〔
一
二
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
小
寺
字
反
下
二
三
八
―
一
、
二
三
八
―
三 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

道
路
、
下
水
道
、
水
路 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岡
山
市
北
区
下
中
野
七
〇
一
―
一
〇
八 

株
式
会
社
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
木
屋 

代
表
取
締
役 

田
代 

智
彦 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

令
和
四
年
十
月
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
六
五
号 
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
五
号

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「

聴
聞
官
（
公
安
職
給
料
表
の

別
表
第
一
警
察
の
項
中

七
級
の
職
に
限
る
。
）

を

意
見
聴
取
官

」

「

意
見
聴
取
官

に
改
め
る
。

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
三
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
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岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号

◎

、

、

。

初
任
給

昇
格

昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

を

別
表
第
一
ロ
の
表
警
察
の
項
中

聴
聞
官

室
長

」

「

「

室
長

に
、

を

困
難
な
業
務
を
行
う
聴
聞
官

意
見
聴
取
官

」

」

「

「

に
、

を

意
見
聴
取
官

幹
部
派
出
所
長

幹
部
交
番
所
長

」

」

「

「

幹
部
交
番
所
長

に
、

を

副
署
長

困
難
な
業
務
を
行
う
幹
部
派
出
所
長

」

」

「

副
署
長

に
、

」

「

地
域
安
全
交
通
官

」

を「

地
域
安
全
官

交
通
官

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
三
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

岡
山
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
二
十
四

条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
、
岡
山

県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
及
び
岡
山
県
指
定
史
跡
の
指
定
を
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

指

定

番

号

有
第
三
八
六
号

二

種

別

重
要
文
化
財

彫
刻

三

名
称
及
び
員
数

木
造
獅
子

一
対

四

所

在

地

倉
敷
市
児
島
下
の
町
七
丁
目
一
四

一
―

五

所

有

者

（
宗
）
鴻
八
幡
宮

こ
う
は
ち
ま
ん
ぐ
う

六

製

作

年

代

鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
初
期

七

寸

法

像
高

阿
形
・
吽
形
共
に
五
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

八

指

定

理

由

倉
敷
市
児
島
に
所
在
す
る
鴻
八
幡
宮
の
創
建
は
、
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
に
鴻
八
幡
宮
を
勧
請
し

た
と
伝
え
、
現
在
の
倉
敷
市
児
島
上

の

町
、
下

の

町
、
田
の
口
、
唐

琴
の
人
々
か
ら
信
仰
さ
れ

か
み
の
ち
ょ
う

し
も
の
ち
ょ
う

か
ら
こ
と

て
き
た
。

本
殿
に
安
置
さ
れ
る
本
像
は
、
両
像
共
に
前
肢
片
方
を
前
方
へ
出
し
、
胸
を
強
く
前
方
へ
張
り

ぜ
ん

し

出
し
て
前
肢
を
踏
ん
張
り
蹲

踞
す
る
。
阿
形
は

鬣

を
房
状
に
造
り
、
先
端
を
巻
毛
と
し
、
吽
形

そ
ん
き
ょ

た
て
が
み

は
鬣
を
房
状
に
造
る
も
の
の
、
先
端
を
直
毛
と
し
て
表
現
に
変
化
を
持
た
せ
て
い
る
。
両
像
共
に
体

躯
は
細
身
で
全
体
的
に
引
き
締
ま
っ
た
印
象
を
受
け
、
鎌
倉
期
の
様
式
を
表
し
て
い
る
。
頭
頂
部
に

角
の
表
現
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
獅
子
像
一
対
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
も
当
初
の
部
材

と
考
え
ら
れ
る
が
、
阿
形
に
つ
い
て
は
尾
の
右
半
分
の
欠
損
が
見
ら
れ
る
。

材
は
針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
材
と
思
わ
れ
る

）
で
、
玉
眼
（
後
補
）
を
嵌

入
し
て
、
漆

箔
仕
上
げ

。

か
ん
に
ゅ
う

し
っ
ぱ
く

と
し
て
お
り

当
初
の
漆
箔
が
所
々
に
残
る

基
本
的
な
構
造
は

阿
形
が
胸
や
や
右
寄
り
か
ら
臀
部

、

。

、

で
ん
ぶ

尾
の
付
け
根
を
結
ぶ
線
、
吽
形
は
胸
や
や
左
寄
り
か
ら
臀
部
尾
の
付
け
根
を
結
ぶ
線
で
左
右
二
材
を

寄
せ
て
い
る
が
、
厚
い
彩
色
の
た
め
寄
木
造
り
か
一

木
割

矧

造
り
か
は
速
断
で
き
な
い
。
像
底
は

い
ち
ぼ
く
わ
り
は
ぎ
づ
く

手
斧
で
は
つ
っ
た
後
、
槍

鉋
で
平
滑
に
し
て
、
以
下
の
銘
文
を
墨
書
し
て
い
る
。
吽
形
の
墨
書
銘

や
り
か
ん
な

は
、
一
部
擦
り
切
れ
て
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
文
と
認
め
ら
れ
る
。

「
建
武
三
年
丙
子

正
月
廿
九
日

慶
尊
」

こ
の
銘
文
が
示
す
と
こ
ろ
は
や
や
不
明
確
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
慶
尊
」
が
現
時
点
で
は
知
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
が
造

像

年
か
、
施

入

年
か
は
速
断
で
き
な
い
。
い
ず
れ

ぞ
う
ぞ
う
ね
ん

せ
に
ゅ
う
ね
ん

に
し
て
も
、
鎌
倉
期
か
ら
南
北
朝
初
期
に
か
け
て
の
図
像
的
な
表
現
に
忠
実
で
あ
り
、
保
存
状
態
も

良
く
、
作
域
優
秀
で
凡
そ
そ
の
製
作
年
代
（
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
初
期
）
が
知
ら
れ
る
な
ど
、
日

本
彫
刻
史
上
の
在
銘
作
品
と
し
て
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
八
七
号

二

種

別

重
要
文
化
財

考
古
資
料

三

名
称
及
び
員
数

西
山
遺
跡
出
土
特
殊
器
台

二
個
体

に
し
や
ま
い
せ
き
し
ゅ
つ
ど
と
く
し
ゅ
き
だ
い

四

所

在

地

倉
敷
市
真
備
町
箭
田
四
七

一

倉
敷
市
立
真
備
図
書
館

―

や

た

五

所

有

者

倉
敷
市
西
中
新
田
六
四
〇

倉
敷
市
教
育
委
員
会

六

製

作

年

代

弥
生
時
代
後
期
末
葉
（
二
世
紀
末
か
ら
三
世
紀
前
半
頃
）

七

寸

法

器
台
一

残
存
部
高
さ
七
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

胴
部
径
三
八
・
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

器
台
二

残
存
部
高
さ
六
〇
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

胴
部
径
四
〇
・
〇
セ
ン
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チ
メ
ー
ト
ル

八

指

定

理

由

西
山
遺
跡
は
、
倉
敷
市
真
備
町
箭
田
に
所
在
し
、
小
田
川
北
岸
の
標
高
約
三
五
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵

上
に
位
置
す
る
。
昭
和
五
十
二
年
に
住
宅
団
地
建
設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
弥
生
時

（

）

。

代
後
期
末
葉
か
ら
古
墳
時
代
前
期

二
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
頃

に
か
け
て
の
墓
域
が
発
見
さ
れ
た

そ
の
一
角
で
検
出
さ
れ
た
土
坑
（
穴
）
の
中
か
ら
、
特
殊
器
台
二
個
体
が
横
倒
し
で
つ
な
ぎ
合
わ

ど

こ
う

さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
器
台
一
は
口
縁
部
と
脚
部
が
打
ち
欠
か
れ
て
胴
部
の
み
と
な
っ
た
状
態

で
、
上
半
部
を
欠
い
た
器
台
二
の
脚
部
に
差
し
込
ま
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
出
土
時
点
で

破
片
を
含
め
た
長
さ
は
一
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
が
、
本
来
の
長
さ
は
一
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
中
に
人
骨
な
ど
は
残
存
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
出
土
状
況
か

ら

棺

に
転
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ひ
つ
ぎ

両
特
殊
器
台
の
胴
部
に
は

巴

形
及
び
三
角
形
の
透
か
し
孔
、
連
続
Ｓ
字
状
文
、
鋸
歯
文
な
ど
の

と
も
え

き
ょ

し

も
ん

装
飾
が
施
さ
れ
、
表
面
全
体
に
赤
色
顔
料
の
塗
布
が
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
弥
生
時
代
後
期
末
葉

（
二
世
紀
末
か
ら
三
世
紀
前
半
頃
）
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
殊
器
台
は
、
通
常
、
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
さ
を
有
し
、
胴
部
に
は
曲
線
・
直
線
の
文
様
や
透

か
し
孔
な
ど
が
施
さ
れ
、
外
面
は
赤
色
に
塗
ら
れ
る
な
ど
、
装
飾
性
豊
か
に
焼
き
上
げ
ら
れ
た
特
別

な
大
型
の
祭
祀
用
土
器
で
あ
る
。
吉
備
地
域
を
中
心
に
、
弥
生
時
代
終
わ
り
頃
の
墳
丘
墓
（
大
型
の

墳
墓
）
か
ら
出
土
す
る
場
合
が
多
い
が
、
完
形
に
近
い
状
態
で
出
土
す
る
例
は
限
定
さ
れ
る
。
当
時

の
首
長
ク
ラ
ス
等
の
墓
で
営
ま
れ
た
墳
丘
上
で
の
埋
葬
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
、
上
部
に
特
殊

壺
を
載
せ
て
、
墳
丘
上
に
樹
立
さ
れ
た
様
子
が
復
元
さ
れ
る
。
弥
生
時
代
の
吉
備
地
域
を
特
徴
付
け

る
も
の
で
、
古
墳
時
代
に
全
国
に
普
及
す
る
埴
輪
の
起
源
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
へ
の
転

換
を
研
究
す
る
上
で
、
全
国
的
に
も
重
要
な
遺
物
と
な
っ
て
い
る
。

本
資
料
は
、
特
殊
器
台
が
棺
に
転
用
さ
れ
た
珍
し
い
例
で
あ
り
、
埋
葬
に
伴
う
特
殊
器
台
の
利
用

方
法
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
編
年
研
究
上
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
大
き
さ
や
文
様

構
成
な
ど
が
良
好
な
状
態
で
保
た
れ
て
お
り
、
特
殊
器
台
の
全
形
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
数
少
な
い

資
料
と
し
て
、
そ
の
資
料
的
な
価
値
が
高
い
。
さ
ら
に
、
本
資
料
は
器
壁
が
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未

満
と
か
な
り
薄
い
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
吉
備
地
域
の
土
器
製
作
技
術
水
準
の
高
さ
を
知
る
こ
と
も

で
き
る
。

以
上
か
ら
、
本
資
料
は
稀
少
な
特
殊
器
台
に
関
わ
る
多
く
の
情
報
を
有
し
て
お
り
、
吉
備
地
域
の

み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
も
極
め
て
重
要
な
資
料
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
資
料
は
平
成
三
十
年
七
月
の
豪
雨
で
水
没
し
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
精
緻
な
保
存
修
復
作

業
が
行
わ
れ
、
現
在
は
倉
敷
市
立
真
備
図
書
館
で
展
示
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
器
台
一
は
器

台
保
持
の
た
め
、
打
ち
欠
か
れ
て
失
わ
れ
て
い
た
口
縁
部
と
脚
部
を
、
器
台
二
や
他
遺
跡
出
土
の
特

殊
器
台
を
参
考
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

一

指

定

番

号

民
第
五
一
号

二

種

別

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

三

名

称

矢
戸
の
蛇
神
楽

四

所

在

地

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
三
四
八
九

一
―

五

保

存

団

体

蛇
神
楽
実
行
委
員
会

六

指

定

理

由

、

、

、

、

矢
戸
の
蛇
神
楽
は

十
八
世
紀
半
ば
か
ら

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
地
区
内
に
あ
る
宮
の
峠

只
野

た
わ

た
だ
の

町
の
三
集
落
が
交
替
で
当
番
組
を
務
め
、
七
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
式
年
大
神
楽
を
中
心
に
構

ま
ち

お
お
か
ぐ
ら

成
さ
れ
て
い
る
祭
礼
行
事
で
あ
る
。

三
集
落
の
内
の
一
つ
が
、
当
番
組
と
し
て
七
年
間
を
通
じ
た
準
備
に
あ
た
る
。
当
番
組
の
中
か
ら
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選
ば
れ
た
者
が
大
当
番
と
な
り
、
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
る
。
初
年
か
ら
四
年
目
ま
で
は
、
奉

納
す
る
神
楽
の
依
頼
先
の
検
討
や
、
具
体
的
な
準
備
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
や
準
備
が
行
わ
れ
る

（

神
楽
相
談

「
神
楽
準
備

。
五
年
目
が
式
年
の
年
に
当
た
り
、
現
在
は
十
一
月
に
入
る
と
矢

「

」

」
）

戸
地
区
内
の
藁
を
使
用
し
て
、
大

蛇
の
製
作
が
行
わ
れ
る(

最
大
で
胴
回
り
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

だ
い
じ
ゃ

ル
、
長
さ
約
一
五
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム)

。
藁
蛇
に
豪
華
な
頭
を
つ
け
、
荒
神

の
化
身
（
依
り
代
）
と
す
る
。
古
く
は
神

殿
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
田
畑
が
集
落
ご
と
に
あ
り
、
そ
こ

よ

し
ろ

こ
う
ど
の

に
神
殿
を
特
設
し
て
神
楽
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
世
襲
の
頭
屋
で
行
う
よ
う
に
な
り
、
現
在
は

と
う
や

新
見
市
哲
多
町
矢
戸
の
公
民
館
（
新
見
市
夢
ひ
ろ
ば
萬
歳
）
を
会
場
に
行
わ
れ
て
い
る
。

式
年
大
神
楽
は

湯
立
て
の
神
事

に
よ
り
荒
神
を
勧

請
す
る
こ
と
で
始
ま
る

そ
し
て

荒

、「

」

。

、「

か
ん
じ
ょ
う

神
迎
え

が
行
わ
れ
た
後
に

神
能
の
舞

導
き
の
舞

猿
田
彦
の
舞

天
の
岩
戸
開
き

国

」

、

（
「

」「

」「

」「

し
ん
の
う

さ
る
た
ひ
こ

」
）

。

、
「

」

、

「

」

譲
り

を
行
う

そ
の
後

幡
分
け

が
行
わ
れ

さ
ら
に
大
蛇
を
神
殿
に
入
れ
る

綱
入
れ

は
た

「
尾
打
ち

「

鱗

切
り

「
御
神
酒
上
げ

「
白

石
神
事

「
松

明
神
事

、
続
い
て
「
布
舞
い
」

」

」

」

」

」

う
ろ
こ

び
ゃ
く
せ
き

た
い
ま
つ

と
な
る

布
舞
い
の
中
で

太
夫
に
荒
神
の
霊
が
遷
り

神
懸
か
り
と
な
る

神
職
が
申
し
上
げ

祝

。

、

、

。

（

詞
）
を
奏
し
た
後
、
荒
神
の
託

宣
受
け
と
な
る
。
託
宣
で
は
、
太
夫
が
投
げ
上
げ
て
掴
み
取
っ
た

た
く
せ
ん

米
粒
の
数
に
よ
っ
て
、
吉
凶
禍
福
が
告
げ
ら
れ
る
。

き
っ
き
ょ
う
か
ふ
く

翌
朝
か
ら
氏
子
に
よ
っ
て
地
区
内
に
お
い
て
大
蛇
を
引
き
回
す
「
蛇
押
し
」
が
行
わ
れ
る
。
ほ
ぼ

一
日
か
け
て
三
集
落
を
巡
り
、
日
没
時
に
は
宮
の
峠
に
あ
る
中
山
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
一
間
社
の

、

。

「

」

本
山
荒
神
社
本
殿
に
大
蛇
を
巻
き
付
け

御
戸
が
開
か
な
い
よ
う
に
す
る

翌
日

三
日
の
御
祭

も
と
や
ま
こ
う
じ
ん
じ
ゃ

み

と

が
行
わ
れ
て
祈
願
成
就
と
な
る
。

式
年
の
年
を
入
れ
て
三
年
目
の
秋
に
、
御
戸
開
き
大
神
楽
を
執
行
す
る
。
そ
の
際
は
、
大
当
番
も

み

と

び

ら

、

。

、

当
番
組
も

式
年
大
神
楽
と
同
じ
集
落
が
務
め
る

神
楽
の
内
容
は
ほ
ぼ
式
年
大
神
楽
と
同
じ
だ
が

蛇
は
新
た
に
作
ら
ず

託
宣
も
蛇
押
し
も
行
わ
れ
な
い

神
楽
の
祭
典
の
後

次
期
大
当
番
へ

頭

渡

、

。

、

「
と
う
わ
た

し

（
大
当
番
を
渡
す
こ
と
）
が
執
り
行
わ
れ
、
当
番
組
の
責
任
が
終
了
す
る
。

」矢
戸
の
蛇
神
楽
の
由
来
に
つ
い
て
、
矢
戸
地
区
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る

「
矢

。

戸
村
庄
屋
の
杉
源
五
右
衛
門
が
、
厳
し
い
年
貢
の
取
り
立
て
に
苦
し
む
人
々
の
た
め
備
中
松
山
藩

水

谷
氏
へ
税
の
軽
減
を
直
訴
し
た
た
め
打
ち
首
に
な
っ
た
。
矢
戸
地
区
の
人
々
が
、
そ
の
感
謝
慰

み
ず
の
や

霊
の
た
め
、
杉
荒
神
が
勧
請
さ
れ
、
三
集
落
に
鎮
座
す
る
本
山
荒
神
社
、
派
荒
神
社
の
祭
礼
に
合
わ

は
こ
う

せ
て
神
楽
が
奉
納
さ
れ
た

」
し
か
し
、
蛇
神
楽
を
構
成
す
る
内
容
か
ら
、
江
戸
時
代
以
前
に
あ
っ

。

た
こ
の
地
域
の
土
着
の
信
仰
が
、
現
在
の
形
へ
と
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
行
事
は
江
戸
時
代
後
期
以
降
の
由
来
を
持
っ
て
い
る
が
、
古
い
荒
神

神
楽
の
形
態
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
当
地
に
残
っ
て
い
た
祭
礼

が
、
神
能
の
舞
を
加
え
て
、
現
在
の
形
に
な
っ
て
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
藁
蛇
の

製
作
、
藁
蛇
に
荒
神
を
憑

依
さ
せ
る
行
為
、
さ
ら
に
は
託
宣
を
経
て
、
田
畑
を
駆
け
巡
る
よ
う
な

ひ
ょ
う
い

行
事
も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
行
事
が
ほ
ぼ
全
て
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
は
他
に
は

な
い
こ
と
か
ら
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

記
第
一
一
七
号

二

種

別

史
跡

三

名
称
及
び
員
数

黒
宮
大
塚
墳
墓
群

四

所

在

地

倉
敷
市
真
備
町
尾
崎
六
八
〇
番
地

一
及
び
六
八
二
番
地
の
一
部

―

範

囲

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に
よ
る
第
Ⅴ
座
標
系
を

基
準
と
す
る
第
一
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
二
五
五
・
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
七
二
〇
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
二

）

地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
二
四
六
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ

イ
ナ
ス
六
〇
、
七
一
一
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
三
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ

）
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ナ
ス
一
五
二
、
二
五
四
・
〇
八
一
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
六

八
九
・
〇
三
九
メ
ー
ト
ル

、
第
四
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
二

）

八
〇
・
九
六
七
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
六
六
二
・
九
〇
五
メ

ー
ト
ル

、
第
五
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
二
八
三
・
〇
〇
〇
メ

）

ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
六
五
三
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
六

）

地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
二
九
二
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ

イ
ナ
ス
六
〇
、
六
四
八
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
七
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ

）

ナ
ス
一
五
二
、
三
一
三
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
六

五
七
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
八
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
三

）

一
八
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
六
七
二
・
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル

、
第
九
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
三
一
〇
・
〇
〇
〇
メ

）

ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
六
八
三
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
一

）

〇
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、
三
〇
二
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝

マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
六
九
〇
・
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
一
一
地
点
（
Ｘ
＝

）

、

、

、

マ
イ
ナ
ス
一
五
二

二
九
〇
・
七
一
三
メ
ー
ト
ル

Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇

六
九
六
・
七
六
〇
メ
ー
ト
ル

、
第
一
二
地
点
（
Ｘ
＝
マ
イ
ナ
ス
一
五
二
、

）

二
七
三
・
六
八
三
メ
ー
ト
ル
、
Ｙ
＝
マ
イ
ナ
ス
六
〇
、
七
一
一
・
五
一
二

メ
ー
ト
ル
）
を
順
に
結
ぶ
直
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
範
囲

指
定
範
囲
に
関
す
る
実
測
図
を
岡
山
県
教
育
委
員
会
及
び
倉
敷
市
教
育
委

員
会
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

地

積

合

計

二
、
四
九
三
・
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル

五

所

有

者

倉
敷
市
真
備
町
尾
崎
二
六
七
九

（
宗
）
熊
野
神
社

六

指

定

理

由

黒
宮
大
塚
墳
墓
群
は
、
倉
敷
市
真
備
町
尾
崎
に
所
在
し
、
小
田
川
北
岸
の
標
高
約
四
〇
メ
ー
ト
ル

の
丘
陵
先
端
に
位
置
す
る
。
昭
和
五
十
二
年
に
倉
敷
考
古
館
に
よ
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
弥
生

時
代
後
期
後
葉
（
二
世
紀
後
半
頃
）
に
営
ま
れ
た
墳

丘

墓
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
墳
丘
の
形
態

ふ
ん
き
ゅ
う
ぼ

や
規
模
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
た
が
、
平
成
三
十
一
年
三
月
に
倉
敷
市
教
育
委
員
会
が
精
細
な
測

量
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
隣
接
す
る
二
基
の
墳
丘
墓
で
構
成
さ
れ
る
墳
墓
群
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
号
墓
は
、
長
径
約
三
五
メ
ー
ト
ル
、
短
径
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
墳
丘
墓
と
推
定
さ
れ
、

高
さ
は
四
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
墳
頂
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
八
幡
神
社
の
社
殿
が
建
つ
が
、
そ
の

北
西
側
で
全
長
二
・
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
の
竪
穴
式
石
室

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
床
面
に
は
円
礫
が
敷
か
れ
て
朱
が
薄
く
認
め
ら
れ
、
硬

玉

製
勾
玉

こ
う
ぎ
ょ
く

ま
が
た
ま

一
点
等
の
副
葬
品
の
ほ
か
、
墳
丘
上
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
約
九
〇
個
体
分
の
供
献
土
器

（
特
殊
器
台
を
含
む

）
が
出
土
し
て
い
る
。
調
査
後
、
こ
の
石
室
は
覆
屋
を
設
け
て
保
護
さ
れ
、

。

発
掘
当
時
の
状
態
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
二
号
墓
は
一
号
墓
の
北
西
に
隣
接
し
、
長
辺
約
一
二
メ
ー

ト
ル
、
短
辺
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
方
形
墳
丘
墓
と
推
定
さ
れ
る
。
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
低
平
な

墳
丘
を
も
ち
、
埋
葬
施
設
と
し
て
土
坑
墓
四
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
、
二
号
墓
の

ど

こ
う

ぼ

各
所
か
ら
特
殊
器
台
な
ど
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
（
一
、
二
号
墓
か
ら
の
出
土

品
は
、
い
ず
れ
も
倉
敷
考
古
館
所
蔵

。
）

黒
宮
大
塚
墳
墓
群
は
、
弥
生
時
代
後
期
後
葉
に
築
造
さ
れ
、
特
に
一
号
墓
の
墳
丘
は
径
三
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
築
造
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
楯

築
遺
跡
は

た
て
つ
き

当
時
国
内
で
最
大
の
規
模
を
誇
る
墳
丘
墓
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
次
ぐ
規
模
で
あ
り
、
県
内
の
弥
生
墳

丘
墓
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に
見
て
も
か
な
り
規
模
が
大
き
く
、
こ
の
地
域
の
有
力
首
長
の
墓
と
評

価
で
き
る
。
ま
た
、
墳
頂
部
で
検
出
さ
れ
て
い
る
竪
穴
式
石
室
は
国
内
最
古
級
の
も
の
で
あ
る
こ
と
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に
加
え
て
、
特
殊
器
台
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
供
献
土
器
も
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
墳
墓

祭
祀
の
在
り
方
や
古
墳
の
成
立
過
程
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
、
備
中
南
部
地
域
で
特
徴
的
に
成
立
し
た
大
型
墳
丘
墓
群
は
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
相

互
に
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
墳
丘
墓
の
存
在
は
、
小
田
川
流
域
の
重
要

性
を
雄
弁
に
物
語
り
、
当
時
の
社
会
の
在
り
方
を
研
究
す
る
上
で
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
遺
跡
と

し
て
貴
重
で
あ
る
。

令和５年３月１４日　岡山県公報　第１２４８０号



◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
令
和
四
年
度
第
九
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
市

、

、

日
生
町
地
先
海
面
の
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め

水
産
動
植
物
の
採
捕
の
禁
止
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
四
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

保
護
区
域

次
に
掲
げ
る
点
ア
及
び
点
イ
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

内
に
お
い
て
は
、
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

点
ア

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
堤
東
端
に
設
置
し
た
標
識

点
イ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
だ
ん
亀
南
西
端

二

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
の
禁
止
区
域

１

次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
お
い
て
は
、
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
を
操
業
し
て
は
な
ら
な
い
。

ア

次
に
掲
げ
る
点
イ
及
び
点
ウ
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

区
域

点
イ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
だ
ん
亀
南
西
端

点
ウ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
水
の
浦
西
側
突
端

イ

次
に
掲
げ
る
点
ウ
及
び
点
エ
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

区
域

点
ウ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
水
の
浦
西
側
突
端

点
エ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
水
の
浦
東
側
突
端

ウ

次
に
掲
げ
る
点
オ
、
点
キ
及
び
点
ク
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
岡
山
県
海
面
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
岡
山
県
規
則
第
四

十
五
号
）
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
区
域
を
除
く

）
。

点
オ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
夜
千
浜
東
側
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
カ

備
前
市
日
生
町
鴻
島
東
裸
岩
に
設
置
し
た
標
識

点
キ

点
オ
か
ら
真
方
位
一
五
六
度
見
通
し
線
と
点
カ
か
ら
真
方
位
七
八
度
三
〇
分
見
通
し
線

と
の
交
差
点

点
ク

点
カ
か
ら
真
方
位
七
八
度
三
〇
分
見
通
し
線
と
備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
の
最
大
高
潮

時
海
岸
線
と
の
交
差
点

２

次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
お
い
て
は
、
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
の
う
ち
、
あ
み
こ
ぎ
網
漁
業
、

い
か
こ
ぎ
網
漁
業
、
べ
い
か
こ
ぎ
網
漁
業
、
な
ま
こ
こ
ぎ
網
漁
業
、
自
家
用
餌
料
び
き
網
漁
業
、

貝
け
た
網
漁
業
及
び
な
ま
こ
け
た
網
漁
業
を
操
業
し
て
は
な
ら
な
い
。

ア

次
に
掲
げ
る
点
オ
、
点
キ
及
び
点
ク
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
二
直
線
、
備
前
市
日
生
町
鹿
久

居
島
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
及
び
備
前
市
日
生
町
頭
島
周
辺
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
か
ら
五
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
の
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
オ

備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
夜
千
浜
東
側
突
端
に
設
置
し
た
標
識

点
カ

備
前
市
日
生
町
鴻
島
東
裸
岩
に
設
置
し
た
標
識

点
キ

点
オ
か
ら
真
方
位
一
五
六
度
見
通
し
線
と
点
カ
か
ら
真
方
位
七
八
度
三
〇
分
見
通
し
線

と
の
交
差
点

点
ク

点
カ
か
ら
真
方
位
七
八
度
三
〇
分
見
通
し
線
と
備
前
市
日
生
町
鹿
久
居
島
の
最
大
高
潮

時
海
岸
線
と
の
交
差
点

イ

次
に
掲
げ
る
点
ケ
及
び
点
コ
を
結
ん
だ
直
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

区
域
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点
ケ

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
西
イ
ノ
コ
鼻
北
端
に
設
置
し
た
標
識

点
コ

備
前
市
日
生
町
大
多
府
島
北
東
端
に
設
置
し
た
標
識

三

適
用
除
外

こ
の
指
示
は
、
試
験
研
究
、
教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗
（
種
卵
を
含
む

）
の
供
給
（
自

。

給
を
含
む

（
以
下
「
試
験
研
究
等
」
と
い
う

）
の
た
め
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て
当
委

。
）

。

員
会
に
届
け
出
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

四

指
示
の
有
効
期
間

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
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